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悲 喜こもごもの平成２８年も、駆け足で過ぎ去った。
私の重大ニュースといえば、やはり｢父の死｣だろう。

引き合いに出すにはあまりにも畏れ多いが、今回特集掲載し
た作家の里見氏と同様、私にとっての父もまた、最期まで“父
らしい”生き方を貫いた｢まごころの人｣だった。常に私の道
しるべだった寡黙な父の背中。時折寂

せきりょう

寥感に苛
さいな

まれるが、平
成２９年はこれを隠し味に、より｢まごころ｣のこもった広報
紙をメンバーと共に作っていきたい。父は、いつものように
微笑んで見ていてくれるだろうか…。　　　　　　（小田原）

入 来支所勤務となり、早くも４年が過ぎようとしてい
ます。初めての支所勤務で、今までとは全く違う環

境の中、業務を遂行していけるのか、とても不安に思ったこ
とを昨日のことのように思い出します。今年度から広報担当
となり、｢入来｣のさまざまな出来事をお伝えしてきましたが、
さらに｢入来｣の魅力についてお伝えできるように、頑張りま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田上）

やくしょにコール

担当者の声

◎表紙の説明

今年の十二支は｢酉
とり

｣です
　十二支の10番目に当たる｢酉｣は、鶏のことを指します。｢酉｣
の本来の読み方は｢ゆう｣で、口の細い酒つぼに由来するといわれ
ています。熟した果実から酒を抽出することを意味し、転じて「実
る｣ことを表すことから、実りある年といわれています。また、「取
り（トリ）込む」にかけて、商売繁盛の年ともいわれています。
　「酉」の字が鶏に当てはめられたことについては諸説あり、正確
には分かっていません。鶏は古来中国では魔よけの動物とされ、
元旦には戸口に鶏の絵を貼っていたことから、俳句などで元旦を
鶏
けいたん

旦と表すことに名残があります。
　上記写真の１枚目は、地域おこしボランティア団体｢荷馬車組
合｣によって、川内大綱引で使用された綱を再利用し、制作され
たものです。毎年、国道３号沿いに設置され、交通安全を見守っ
ています。２枚目は、少年自然の家で12月11日（日）に行われた
飾り門松作りの様子です。

献血にご協力ください
【時】＝1月25日（水）　９時30分～11時45分
　　　　　　　　　   13時～16時
【所】＝川内文化ホール
【問合先】＝市民健康課予防グループ（川内保健センター内）
（22）8811

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき
より多くの人に見やすく読みまちがえにくい
デザインの文字を採用しています。
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史
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史
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触
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。
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自
分
が
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ん
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と
こ
ろ
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史
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ら
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う
か
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看
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史
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も
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ま
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ん
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っ

た
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学
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単
位
で
開
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さ
れ
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、
永

利
校
区
日
笠
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駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
昭
和
49
年
度
に
第
１
回
大

会
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開
催
さ
れ
、
今
年
で
42
回
目
に
な

り
ま
す
。
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、
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あ
る
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５
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た
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受
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。
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。
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多
々
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り
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す
が
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今
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け
る
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る｣

を
モ
ッ
ト
ー
に
永
利
校
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の
師
走
の
風

物
詩
を
守
り
続
け
て
い
き
ま
す
。
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　２月号に掲載された方から、
プロ野球・巨人の杉内俊哉選
手のサイン入り色紙を１名に
プレゼント。その他、掲載さ
れた方には、竹ノート（Ａ５版）
を贈ります（当選の発表は、発
送をもって代えさせていただ
きます）。

プレゼント

題名「ほぼスーパームーン」
（写真好き・86歳男性）

題
名「
き
つ
ね
」

（
け
ん
ち
ゃ
ん
・
77
歳
男
性
）


